ヴェーバー ノ シュウキョウ シャカイガク 3 by 勝又 正直
資 料 名古屋市立大学看護学部紀要 第15巻2016
ヴェーバ ーの宗教社会学(3)
勝 又 正 直
名古屋市立大学看護学部
7.『儒 教 と道 教 』
この論文の雑誌掲載時の題名は 『儒教』であった。ヴェー
バーに とって儒教 とは官僚精神の典型であ る。だか ら、
この論文 は、その儒教を批判す ることで、官僚精神を批
判す ることをね らった論文だ ったのであ る。
儒教だ けでな く道教を付 け足 したの は、正統 と異端の
両方をそ ろえ るためであ る。 これ は、 この後の論文で、
ヒン ドゥー教 と(そ の異端 で あ った)仏 教 ユ ダヤ教 と
(ユダヤ教 の異端 であ った)キ リス ト教、 を語 るのに合
わせたよ うと したか らと思われ る。
この改訂増補版で は、正統た る儒教だ けでな く、異端
た る道教 も、呪術的世界を廃棄す るどころか、助長 し、
呪術的世界その もの とな って しまった ことを明 らか に し
てい る。
まず は中国史を外観 しよ う。
中国史年表 王朝名 年代 ポイ ント
◆王朝名:殷 前16-11世紀
・神権政治 王の 卜占(甲 骨文字)人 身供養羌 族を
犠牲 と して捧げ る
◆王朝名:周 西周 前11世紀 一B.C.771
・封建制(各 地 に王族 ・諸侯を配置 して支配 させ る)
◆王朝名:周 東周 B.C.77-256
◆王朝名:春 秋時代 B.C.770-476





・始皇帝 家産制(国 家を皇帝の家産 と して支配す る
制度)の 始 まり
◆王朝名:前 漢 B.C.202-A.D.8
・儒教の官学化 儒教 は体制を正当化す るものであ っ
て も行政の指針 とはな らず
◆王朝名:新 A.D.8-23




















・士大夫 官僚=大 地主=豪 商の三位一体
・朱子学の誕生
◆王朝名:元 A.D.1271-1368
・塩引(え ん いん)(専 売 の塩 の引換券)と 商税(間
接税)に よる財政
・紙幣の発行
・ラマ教(チ ベ ッ ト仏教)の 王宮席巻
　A.D.1351-66

































































それぞれ円形 と方形を作 り出すための器具。「準」 とは












をもとめる。陰陽と五行(木 ・火 ・土 ・金 ・水)に よる
循環原理を作り上げた。
朱子学は南宋の朱熹が体系化 した儒教思想である。道
教の影響のもと、理(世 界の形成原理)と 気(世 界の実




















前2000頃 ・アー リア人、パ ンジャブ地方(西 北イ
ン ド)に 侵 入 。
・ リ グ ・ヴ ェ ー ダ 成 立
前1000頃 ・アー リア人、ガ ンジス川流域 に進出。
・バ ラモ ン(僧 侶)、 ク シャ トリヤ(騎
士)、 ヴァイ シャ(庶 民)、 シュー ドラ
(隷属民)か らな るヴ ァルナ制度、 次
第 に確立。ヤ ジュル ・ヴェーダ、サ ー
マ ・ヴェーダ、 アタルバ ・ヴェーダの
編纂
リグ ・ヴェーダは、 ホー トリ祭官 に所属。神 々の讃歌。
イ ンド ・イ ラ ン共通時代 にまで遡 る古い神話を収録。
サーマ ・ヴェーダは、ウ ドガー トリ祭官 に所属。 リグ ・
ヴェー ダに材を取 る詠歌集。
ヤ ジュル ・ヴ ェーダ は、 ア ドヴ ァリュ祭官 に所属。散
文祭詞集。神々への呼びか けな ど。
アタルヴ ァ ・ヴ ェーダ は、 ブラフマ ン祭官 に所属。呪
文集。他の三つ に比べて成立が新 しい。
前7-6世 紀 ・初期 ウパニ シャ ド(ヴ ェーダの付随文
献)成 立
・業 ・輪廻(カ ルマ)の 教説、宇宙原理
ブラフマ ンと個体原理 アー トマ ンの合
一(梵 我一如)説
前5-4世 紀 ・<都 市発展時代>「 古 クシャ トリア」
時代
・ジャイナ教 ・仏教、成立
前321頃 ・マ ウ リ ア 朝(一 前187頃)イ ン ド統 一
カウテ ィ リヤ 『実利論』
・ア シ ョーカ王(前268-232)、仏教 保
護










後45-250 ・ク シ ャ ー ナ 朝 北 イ ン ド
・カニ シカ王の仏教保護
後1世 紀 ・ 「バ ガ ヴ ァ ッ ト ・ギ ー タ ー 」 最 終 成 立
(原型 は前1世 紀)。
・マ ヌ法典(イ ンドの伝統的社会規範を
説 く聖典)(前2一 後2世 紀)
250-320 ・分裂時代
320-520 ・グプ タ朝、 イ ンド統一 バ ラモ ン文化
復興
6-10世紀 ・ラー ジプー ト(戦 士)時 代(分 裂時代)
〈中世〉
700750頃 ・シャ ンカラ、 ヴェーダ ンタ哲学の発展
シャンカ ラは、8世 紀の イ ンド宗教哲学家。彼の 「不
二一元論」 は、宇宙の根本原理であ るブラフマ ンと自己
の中 にあ るアー トマ ンは同一であ り、 したが って アー ト
マ ンは ブラフマンと同様、不変常住、常住解脱者、無欲、
不老であ るとす る。 しか し現実の人間 はうつ ろいやす い
個別的で物質的な世界 しか と らえ ることがで きず、輪廻
に くる しんで い る。 シャ ンカ ラは、 それ は人 間が無 知
(アビ ドヤー)の ために、 現象世界 が じつ は幻影 のよ う
に実在 しない ものであ り、 ブラフマ ンとアー トマ ンが不
二であ ることに気づかな いか らであ る。 この無知を滅す
ることによって輪廻か らの解脱が可能 とな るのだ と説 い
た。
11世紀 ・イスラム教徒の侵入 〈近世〉
11-12世紀 ・セ ー ナ 朝
・仏教、イ ン ドで消滅。
1206-1526 ・デ ー リー諸王朝時代
13-14世紀 ・北 イ ンドの ムス リム諸王朝
・デカンの諸王朝
・南の半島南端の仏教の諸王朝
14世紀 ・北イ ン ドの ムス リム諸王朝
・デ カ ンの ムス リムのパ フマニー朝





シー ク教 とは、 ヒンドゥー教 とイスラム教が融合 した
宗教
1856 ・プ ラ ッ シ ー の 戦 い イ ギ リ ス 、 ベ ン ガ
ル徴税権を得る 〈近代〉
1857-1859 ・セ ポイの反乱
1858-1947 ・イ ン ド帝国 イギ リス、 イ ン ドを直接
支配。
カース ト制 とは、バルナ制 とジャーティ制の2つ を総
称 した ものであ る。
バルナ は、人間を 「再生族」 と 「一生族」 に分 ける。
再生族(ド ヴィジャ)は 、一定の年齢 に達す ると師 に
ついて入門式(ウ パナヤナ)を 受 け、聖な る紐(ひ も)
を受 ける。 これ を 「第 二の誕生」 とみ なす ので、「再 生
族」 とよばれ る。再生族 は、バ ラモ ン(祭 司)、ク シャ
トリア(騎 士)、バ イシ ャ(庶 民)に 分 かれる。
一生族(エ ーカ ジャ)は 、 シ ュー ドラ(隷 属 民)。 さ
らに この下に、不可触賤 民がい る。
ちなみに、再生族の ヒンドゥー男子 に適応 され る古代
イ ンドにおいて成立 した理想的人生区分 と して、つ ぎの
よ うな ヒンデゥーの4住 期(ヴ ァルーナス ラマ ・ダルマ)
があ る。
(1)学生期(ブ ラフマチ ャルヤ)ヴ ェーダ学習
(2)家住期(ブ ラフマチャルヤ)家 庭人として勤めを
果たす
(3)林住期(ヴ ァーナプ ラス タ)引 退 して林の中 に隠
居する
(4)遊行期(サ ンニ ャーサ) 聖地に巡礼 して死を
迎える
ジャーテ ィはバルナよ りもさ らに細分化 されてお り、
ほとん ど職能 ごとに別の ジャーティとされ る。その特徴
は、 内婚(同 じジャー ティ内部 で通 婚す る)、水 のや り
取 り ・食事を共 にす ること(他 の者か ら受 け取 った り、
ともに食 べ るの は不浄 とさいて忌避 され る)、職業 の継
承す ること、であ る。 ジャーテ ィは男系で継承 され る。
またイ ンドの前近代性を示す慣行 と して しば しば とり
あげ られ るの は、「寡婦殉死」(サ ティー)で あ る。 これ
は、夫に先立たれた妻が、夫の火葬の 日に自 らも飛び込
んで 自殺を図 る行為であ る。 ヒンドゥー教の古い慣習 に
さかのぼ る。 ヒンドゥー教 によ って こう した行為 も正当
化 され温存 されて きたのであ る。
ヴェーバ ー は、 「プ ロテス タ ンテ ィズ ムの倫理 と資本
主義の精神」の記述の時 に、伝統主義的経済 に対 して は
伝統主義、資本主義 に対 して資本主義の精神が対応 して
い ると考えたの と同 じよ うに、カ ース ト制 に対 して はそ
れを維持 させた精神 と して ヒンドゥー教を考えてい る。
ヴェーバーの見 るところ、バ ラモ ン教の異端 と して生
まれた ジャイナ教 と仏教 は現世か ら逃避す るばか りで現
世を変革せず、バ ラモ ン教か ら生 まれた ヒンドゥー教が
現世に適合 し、現世のカ ース ト制を正当化 して温存す る
もの とな った。
こう した現世適応、現世維持のイデオ ロギ ーと しての
ヒンドゥー教について述べた後、 ヴェーバ ーは、イ ンド
宗教の内的な発展を探 ろうとす る。
ここで興味深いの は、 イ ンド宗教思想の発展の契機を
クシャ トリアに思想的優位をお びやか されたバ ラモ ンた
ちが、その優位を取 り戻すべ く思想を展開 した と見て い
ることである。一部の文献に見え隠れす るように、 クシャ
トリアの哲学的思惟 はバ ラモ ンのそれを しの ぐようになっ
ていた。みずか らの宗教的権威を脅か されそ うにな った
バ ラモ ンた ちは、 自分た ちの呪術的な力を正当化 しすべ
く思索を展開 し、 こう して ウパ ニシャ ッ ド哲学が発展 し
て きた。
バ ラモ ンは、 もともとの祭司か ら、 ヴェーダ文献への
アタル ヴ ァ ・ヴェーダの参入 にみ られ るように、呪文を
つか う呪術師へ と変化 して きた。呪術師であ るブラフマ
ン祭司が実権を握 るに至 ったのであ る。
さて この呪術師た るバ ラモ ンは、次の ような 自問 自答
を した。
「なぜ私が唱え る呪文が威力を持つのか」。
バ ラモ ンは、 それ は私(ア ー トマ ン)が 宇 宙 の原 理
(ブラーフマ ン)と じつ は同 じもの、 一体だか ら で は
ないのか、 と考えた。 ウパ ニ シャ ッドの文献で は、その
ことを、「汝 はそれ である」 とい う言葉 で表現 してい る。
こうして呪術師が呪術 によって世界を動か しうるの は、
呪術師の 自我が世界の原理 と一体の ものだか らだ という
考えが生 まれた。 これをふつ う 「梵我一如」 という。
さ らにヴェーダ ンタ哲学が確立 した思想 に 「輪廻転生
説」があ る。霊魂輪廻(サ ンサー ラ)と は、霊魂 は絶え
ず生 まれ変わ って い くことであ り、 この霊魂 は前世の報
いを現世で受 け、現世の罪 は来世で受 けるとされ る。 こ
れを 「業」(カ ル マン)の 教 説 と呼 ぶ。 具体的 には、 前
世で善行を積めば、人間や神 にまでなれ るが、罪を犯せ
ば、次の生で は獣や虫 け らな どに生 まれ変わ る。 カース
トの上下の差別 も、 この教説で正当化 され る。 この教説
はバ ラモ ン教だ けでな く、 イ ン ド思想全般の基本前提 と
な ってい る。 この業 による輪廻転生への巻 き込 まれか ら
離脱す ることが、 イ ンド宗教思想 にお いて追求 され る救
済なのであ る。
バ ラモ ン教で は、梵我一如の考えか らの当然の帰結 と
して、 ブラーフマ ンとの我(ア ー トマ ン)と の合一によっ
て輪廻の輪か ら離脱で きると した。そ こで は、呪術師 に
な るための修行(苦 行)が 、輪廻か らの救済の修行へ と
発展 してい った。
ウパニ シャ ッド文献 にすで にみ られた ように、 ク シャ
トリアの宗教的思索がバ ラモ ンた ちの思索を脅か し始め
ていた。それ に対抗 して、バ ラモ ンた ちは自分た ちの正
当化のため に教えを発展 させた。 しか し、それがかえ っ
て現世か ら逃避す る(輪 廻か ら離脱す る)方 向を示す こ
ととな り、 自分た ちの敵対者であ る異端(ジ ャイナ教や
仏教な ど)を 盛ん にさせ ることにな って しまったのであ
る。
9. 『ヒ ン ド ゥー教 と仏 教 』(2)
紀元前4-5世 紀、鉄器の犂の使用 により農業生産 は
飛躍的 に拡大 し、世界 の諸文明 において、 「都市発展 時
代」 とな った。 この時代 さまざ まな思想が展開 した。中
国にお ける諸子百家時代 もこの時代であ る。イ ンドで も
同 じころ、 さまざ まな思想が花開 き、 とりわ け世俗逃避
的知識人によ る異端宗教が展開 され ることにな った。
まず、 ウパニ シャ ッド哲学の一派であ るサー ンキヤ学
派 は、男性的精神原理(プ ル シャ=ア ー トマ ン)は 女性
的原理の原物質(プ ラク リティ)と 結合す ることによっ
て輪廻に巻 き込 まれてお り、知恵をえ ることで、そ こか
ら離脱(解 脱)で きると説いた。
ジャイナ教 は、苦行 によ って古い業をな くし新 しい業
が 自我に付着す るのを防 ぐことで、輪廻か ら離脱 しよう
と した。 ジャイナ教徒 は業の付着 を防 ぐために、 「五誓
戒」 とい う5つ の戒めを誓 う。すなわち、生 き物を殺す
こと、嘘をつ くこと、盗む こと、男女のよ こしまな行為、
ものを所有す ること、の禁止であ る。 また まちが って虫
な どを飲み込んで殺 して しまわないよ うに、つね にマ ス
クを してい るため、ふつ うの生産活動がで きず、 もっぱ
ら商業に従事す るよ うにな った。
また、一切の衣服を まとわない 「空衣派」 と、染料を
つかわない白衣だ けはみ にまとうことをみ とめ る 「白衣
派」に分裂 した。結果、一般世界への影響力 は限定 され











道諦:煩 悩をな くし悟りを開 くための8つ の道(す な
わち八正道)
八正道とは、正見、正思惟、正語、正業、正命(生活)、





はべつ に、 ブ ッダの遺骨を収めた仏塔(ス トゥーパ)を
崇拝す る一般信者か ら 「大乗仏教」の運動が生 まれ た。
大乗仏教で は、仏の複数化す る。 また仏 とな る(涅槃
にいた る)手 前であえて この世 にとどまり大衆を救 う存
在 と して 「菩薩」の考えが生 まれた。 また人間 はだれで
も仏 にな る性格を もって いると して、「如来蔵」(仏性)
が提唱 された。
さ らに、開祖 ブ ッタの言葉 によ らな い膨大な仏典が出
現 した。「浄土三部経」、「法華経」、「般若経」、「維摩経」、
「涅槃経」、「勝鬘経(し ょうまん ぎょう)」な ど。
また 自我ばか りかあ らゆ る物質が相関的であ って絶対
で安定 した もので はな いという 「空」の思想が提唱 され
るようにな った。
6～7世 紀 にな ると、 さ らにイ ン ドの呪術的信仰が積
極的導入 され、「密教」 が生 まれ た。 マ ン トラ(真 言)
(呪力の ある言葉 、バ ラモ ン教 の ダ ラニ)や 印契(い ん
げい)(呪 力 を もた らす手 を結 ぶ形)や ホー マ(護 摩)
(煩悩 を焼 きつ くす火)や タ ン トラ(シ ャクテ ィ(性 力)
崇拝)な どが導入 された。
また宇宙 の根 本神 として、「大 日如来 」が 中心 にすえ
られ た宇宙 の表象 ・神 々の配 置(パ ンテオ ン)で あ る
「マ ンダ ラ」 が うまれ た。 マ ンダ ラに は、智 の世界 と し
ての 「金剛界」 と、理 の世界 としての 「胎蔵界」があ る。
中心 とな る教典の 「大 日経」 と 「金剛頂経」 は日本 に
もチベ ッ トにも伝播 しま したが、 「秘密 集会 タン トラ」
はチベッ トのみに伝播 してチベ ット仏教の中心仏典 となっ
た。
バ ラモ ン教 は ヒン ドゥー教 として復興 した。基本神 は、
ブ ラスマー(世 界創造神)、ヴ ィシュヌ(世 界維持神)、
シヴ ァ(破 壊神)。多 くの信者 は、ヴ ィシュヌ派 とシヴ ァ
派 に分かれ る。神への熱烈な信仰(親 愛バ クティ)が 重
視 されるようなった。 また リンガ(男 根)崇 拝 も盛んで、
リンガに付随す るピー タ(台 座)は 、 ヨー二(女 性性器)
を意味 して いる。
10. 『古 代 ユ ダ ヤ教 』
仏教 はイ ンドにおいて タ ン トラの影響を うけて密教 と
な り、 イ ンド大衆の呪術的な密儀のなか に溶 けて いって
しまった。現世逃避的な知的宗教であ る仏教 は、現世 に
向か う時、それ と適合(迎 合)す ることにな り、その呪
術の絡み合 った密林の ような園を切 り開 くどころか、そ
のなか に埋没 した。 イ ンドで途絶えた密教 はチベ ッ トに
伝わ り、遊牧民たる吐蕃の気高 さのなかで命 を与え られ、
現代 まで生 き続 けることにな った。
他方、イ ンド大衆 は、変幻 自在 に生 まれ変わ り顕現す












る現状(世 俗の状況)を 厳 しく否定 しつつ、それを支配
し変えていった宗教として、私たちは古代ユダヤの宗教
を取り上げることにしよう。
ユ ダヤ民族 は、古代 において、周辺の弱小民族で しか
なか った。に もかかわ らず、それ は消滅す ることもな く
現在まで確固 と存続 してい る。いやそればか りか、その
弱小民族 の信奉 す る神(YHWH)は 、世 界3大 宗教 の
うちの2つ 、キ リス ト教の神、イス ラームの神 とな り、
今なお、世界の多 くの民を支配 してい る。
このパ ラ ドックス(逆 説)は いか に して生 まれたのか。
「古代 ユ ダヤ教』 とい う論文 は、 この謎 を解明 しよ うと













(1)ギリシャ ・ローマ型発展系列:城 砦王制か ら民主的
ポリスの形成に向かう。









(2)の場合 は、官僚制を もった絶対的な王制(帝 国)が
生 まれて、王 は国家を 自分の家 と して支配 し、人民
全体 が王 の家僕(奴 隷)と なる。旧約聖書 のなかで、
「エ ジプ トの家」 と言 う時 には、地 理的 な 「エ ジプ
ト」で はな くて、人民が奴隷状態 にあ ること、を指
してい る。
イ スラエル は、(1)と(2)の発展方向の はざまにあ って、
両方への発展の方向が働 き、その葛藤 と矛盾が イスラエ




前13世紀後半 ・イスラエル諸民族 カナン侵入 ・定着(?)
「契約 の書」
前12-11世紀 <士 師時代>部 族連合、戦時 にお ける大
士師の指導




前1000頃 ・ダ ビデ即位 エルサ レムへ遷都
前961 ・ソロモ ン即位 王宮 ・神殿の建設
・ 「ヤハ ウィス ト」(J)
前926 ・王国分裂
<南北分裂王国時代>
前900頃(北王 国) ・ヤ ラベ アムⅠ 世、ベ テル とダ ン
に金の牛の像を起 き、聖所 とす
る。 オム リ王、サマ リアに遷都。
・カナ ン宗教蔓延 預言者 エ リア
前850頃(北王 国) ・ 「エロ ヒス ト」(H)
・王母 アタ リアの独裁 と死
・預言者 エ リシヤ
前845(北王 国) ・エ ヒウ革命(預 言者 エ リヤとエ
リシャに指導 された抵抗運動の
指導下 に、 エ ヒウが 〈ヤハ ウェ
主義革命〉を起 こ し、オ ム リ家
を打倒)
前840(南(ユダ)王国) ・祭司 による宗教粛正
前800(両王 国) ・両王国の繁栄 と社会的退廃
(北王 国) ・ヤ ラベ アムII世
・預言者 アモスとホセア
前733(両王 国) ・シ リア ・エフライム戦争
(南(ユダ)王国) ・ア ッシ リアに従属
(北王 国) ・反 ア ッシ リア同盟 に属す る




・ヒゼキ ア王 宗教粛正 ア ッシ リアへの反乱
前721 ・ア ッ シ リ ア 軍 、 エ ル サ レ ム 包 囲 ア ッ
シ リアへの従属
・預言者イザヤ(後 期)「エホ ウィス ト」
(J+H)




・エルサ レム礼拝 独 占、 「申命記」 文書
(D)成立
前609 ・メギ ドの戦い ヨシア王の死
・預言者エ レミア(前 期)
〈エ ジプ トの支配 〉
新バ ビロニ アの支配
預言者エ レミア(後 期)
前597 ・新バ ビロニ ア王 ネブカ ドネザルの軍、
エルサ レム包囲
・第一次 捕囚(上 層民 をバ ビロ ンに連
行)
前578 ・新バ ビロニア軍 によりエルサ レム陥落、
神殿崩壊




前539 ・ペル シャ軍 によ りバ ビロ ン陥落
〈ペルシャ時代〉









・ 「モ ーゼ五書」(創 世記 ・出 エ ジプ ト
記 ・レビ記 ・民数記 ・申命記)成 立。







4資料仮説(ユ リウス ・ヴェルハ ウゼ ン提唱)
旧約聖書の律法(ト ーラー)、すなわち 「モーゼ五書」
(創世記 ・出エ ジプ ト記 ・レビ記 ・民数記 ・申命記)は 、
お もに4つ の文書か ら成 り立 って いる。
文書名(略 号)成 立期 ・成立場所 特徴 な ど(JEはJ
とEの結合)
・ヤ ハ ウ ィ ス ト(J) 前10世紀統一王朝時代のユダ
神名 「ハヤウェ」を使用




・祭司文書(P) 前6世 紀バ ビロニア
祭司が作成




律集をふ くむ)が 含まれている。文章の様式か ら、そう























イス ラエル誓約連合 は、ヤハ ウェの名の下 に、 カナ ン
の都市貴族への反乱解放の軍事同盟 と して生 まれた。 も
ともとヤハ ウェは、誓約連合のため にモ ーゼか らイス ラ
エルの民が受 け入れ契約を結んだ戦争神であ った。都市
貴族への隷属 は、エ ジプ トの王制の下の屈従、 にた とえ
られ た。 だか らそ こか らの解放 は、 「エ ジプ トの家」 か
らの解放 にた とえ られ、 モ ーゼの 「エジプ ト脱 出」(出
エ ジプ ト記)の 記憶は、誓約連合 の人民全体の記憶 となっ
たのであ る。
に もかかわ らず、王制が生 まれ ると、今度 は都 にい る
王 と貴族が、かっての都市貴族 と同 じく、民衆を搾取 し
債務奴隷に しよ うとす る。イス ラエル内部 には、解放の
ための連合か ら生 まれた王制が大衆 に隷属を もた らして
い ることへの不満 と批判がたえず渦巻いていたのであ る。
ユダヤ教発展
こう した階級対立か らユ ダヤ教 は展開 され、それが国
際政治の説明 とされ ることで、一神教への変容が生 まれ
る。 これを さらに詳 しく見てみよ う。
ユダヤ教発展の担 い手 は、祭司 ・知識人 ・預言者であっ
た。
祭 司
神殿祭司 とはちがい、一般大衆を相手 に していた 「レ
ビ人祭司」 こそ、ユ ダヤ教発展の担い手であ った。かれ
ら レビ人祭司 は、大衆相手の宗教的カ ウ ンセ リング(魂
のみ とり)で 、次のよ うな質問を受 けた。
「どう して こんな苦 しい 目にあ うので しょうか?」
これに対 して レビ人祭司 はこのよ うに答えた。
「あなた はものを盗んだ り しませんで したか?」
この質問を肯定形 にす ると 「あなた は盗んで はな らな
い」 とい う戒律 にな る。
レビ人の もとに来たの は都市貴族 によって債務奴隷 に
された り してい る都市無産階級や地方の搾取 されてい る
農民たちであ った。彼 らの質問 に答え るにつれて、 レビ
人の宗教の内容 は、 もともとは誓約同盟の同胞であ った
民衆を無産化 させ隷属 させてい る王制への批判 と、 もと
もとの解放の同盟であ ったイス ラエルへ と立ち返 るべ き
だ、 とい う内容 にな ってい ったのであ る。
つま り、 ヴェーバーは、律法 の生 まれた 「生 の座」を、
レビ人の宗教的カ ウ ンセ リングにみたのであ る。
知識人
ユ ダヤの知識人 は、バ ビロニ アや エジプ トの神話を脱
色 して多 くの神を削 り、循環す る時間感か ら直線的な時
間を導 き出 して、ユ ダヤ教を一神教 と して精錬 してい っ
た。
た とえ ば、 「テ ィアマー ト」 とい う(海 水 の)原 母 神
の殺害か ら世界が創造 され るネヌマ ・エ リシュ神話を換
骨奪胎 して、創世記の世界創造神話をつ くりあ げた。そ
の際、 ティアマ ー トは 「海」 と書 き換え られて いる。
しか し、多神教の世界か ら一神教の世界へ と神話を書
き換え、ユ ダヤ教の純化 と体系化を はか るには、その前
提 と して、ヤハ ウェ神の絶対性が確立 して いな くて はい
けませんで した。そのヤハ ウェの絶対性を確立 したのが、
預言者であ る。
預言者
預言者た ちは、神か らの言葉を民衆 に告 げることで、
ヤハ ウェの絶対性を確立 した。
預言者 とは予言者 とはちが う。預言者 とは神 と民衆を
つな ぐ仲介者を いう。神の言葉を預か り民衆 に伝え る、
だか ら預言者 は 「主 はこう言われ る」 と言 う。当時、主
人の言葉を預か った僕(し もべ)は 、相手方 に到着す る
と 「私の主人 はこう言 った」 と語 り始めて、 自分の主人
の言葉をその ままオ ウム返 した。その習慣を預言者 と神
との間 に適応 したのであ る。つ まり預言 は、将来の予告
よりも、神の言葉の宣布 にあ った(雨 宮2009, p.180)。
ユ ダヤの預言者 は、敵の帝国 による北王国 とユ ダヤの
滅亡を、ヤハ ウェが敵国を操作 して くだ した、 イスラエ
ルへの罰だと解釈 した。 それまでの解釈 は、民族の敗北=
国の神の敗北であ った。 しか し、預言者の解釈 は、ユ ダ
ヤ民族の敗北=背 信のユ ダヤ民族 にた いす るヤハ ウェの
罰、であ った。 ここに、ヤハ ウェは敵の帝国軍を も操れ
る絶対的な神へ と昇格す る。 この卓抜 した解釈 と宣告 に
よって、ヤハ ウェは絶対の世界神 とな り、その絶対神の
与えた命令(律 法)を 守 るユ ダヤ民族 には必ず救済があ
るはずだ とい う強烈な信仰が うまれたのであ る。
その際、 イスラエルが犯 した罪 として挙げ られたの は、
ヤハ ウェ以外の神への崇拝へ と、同胞を債務奴隷 と して
隷属 させた罪であ る。
イス ラエル には、北 と南の対立 と、都市の貴族 と(債
務奴隷 と しての)農 民 ・定住 した牧羊者 との対立があ っ
た。
農耕地が多 い北で は、農耕の多産を祈願す るバ ールな
どにたいす る信仰 と祭儀が盛んであ った。北王国の預言
者 はこのヤハ ウェ以外の偶像崇拝 による祭儀を激 しく弾
劾 し、それが北王国滅亡の原因だ った と した。
南のユ ダ王国の預言者 は、 さ らにエルサ レムの神殿の
崩壊 さえ預言す るに至 った。同胞を搾取隷属す る驕慢な
王国 に対 して、ヤハ ウェはア ッシ リアや新バ ビロニアを
もあやつ って罰を与え る。ユ ダヤが崩壊 したの は、 エ ジ
プ トや ア ッシ リアや新バ ビロニアの神が、ユ ダヤの神 ヤ
ハ ウェより強か ったか らで はな い、ヤハ ウェが エジプ ト
や ア ッシ リアや新バ ビロニアの ような世界帝国 まで も、































カ ン トの 「純 粋理性批判 』 において、「純粋 な理性」
は左頁 では 「神はいる」 と言 い、右頁では 「神 はいない」
とい う。 「純粋 な理性」 とい う ものが、 こう した 自己分
裂、いわば 「狂気」 におちい ってい ることを、 カ ントは
この 「純粋理性批判』のなかで描いた。
理づめだ けで考えてい くと、神の存在 さえ どうにで も
言え る、つ まり無根拠な もの にな って しまう。それが私
たち近代人のおかれた精神的状況であ る。あ らゆ る道徳
倫理の根拠だ った神が空位 とな った時代。それが現代で
あ る。
「人を殺 して何が悪いのですか」 とい う子 どもの問い
か けに絶句 して しまう識者を、 もはや誰 も笑 うことはで
きない。
かつて 「神 はい る」 と信 じた人たちがお り、その人た
ち はこの世界をた しか に変えて きた。 しか し、世界 はど
う変わ ったのか。人を殺 してはいけない、その理由をはっ
きりと言 うことがで きな い、そ う した世界 に変わ ったの
であ る。
宗教が宗教の欠落 した世界を生んで しまった、 この恐
るべ き逆説(パ ラ ドックス)。 この逆 説的発展 の帰 結 と
しての近代社会 にお いて、それで もなお、 もはや唱え る
べ き神の名を持たない にもかかわ らず、 ひとびとに訴え
ようともが く人間、そ ういう人間 と して私た ちはマ ック
ス ・ヴェーバ ーを と らえた い。
宗教 と世俗の世界 との逆説的な関係 は、彼の最初の宗
教社会学的論文 「プ ロテスタ ンティズムの倫理 と資本主
義の精神」 において、すで に明 らかであ る。
教皇庁が発行 して いる贖宥状 を批判す ることで宗教改
革を は じめ ることにな った マルチ ン ・ル ターがその職業
概念(職 業の と らえかた)に お いて、宗教者の仕事(聖
職)ば か りか、 いっぱんの仕事 まで、聖職 と同 じ 「ベルー
フ」(Beruf)(神か ら与え られた使 命)だ と とらえ よう
と した ことで、一般 の仕事、 とくに営利活動(金 もうけ)
も、 けっ して いや しい仕事で はな いのだ とされた。
ジュネーブで厳格な宗教政治をお こな った カル ヴ ァン
は人間 は救い に予定 されて いる者 と滅 びに予定 されて い
る者 に分 け られ ると した。 カル ヴ ァン派の人々 は、その
仕事の成果、具体的 には、その営業成果(も うけ)が 多
ければ多い ほど、 自分 は救われ る予定 にあ る、 と思 いこ
み、そ う した 「救いの証 し」を求めて、金儲 けの仕事を
神か らの使命だ とお もって一生懸命 にす るよ うになった。
あ るいは、雇われ仕事を使命だ と思 って ま じめ に働 くよ
うにな った。そ う して営利活動をす る資本家 と労働者が
生 まれ、資本主義が成立 した。
しか しい ったん この資本主義が生 まれ ると、 こん どは
それ以外の生活態度 は許 されな くな る。私た ちは信仰の
ためで はな く、社会か ら脱落 しな いため に、必死 にな っ
て働 くしかない。
硬直 した システムが支配す る現代 にあ ってその システ
ムを打 ち壊 し刷新 して い くにはどう した らいいのか。そ
う した革新 と刷新をお こなえ る人間 はどの ような思想を
持 って いるのか。
ヴェーバ ーはそ う した人間像を過去の宗教のなか に探
る。それがかれの 『宗教社会学論集』であ る。 この書 は
ヴェーバ ーの模索の書、 いわば これ は 「精神の遍歴」な
のであ る。
硬直 した システムと して ヴェーバ ーが問題視 した もの
のひ とつが官僚制であ る。
官僚の精神を体現 して いるのが、孔子を開祖 とす る儒
教であ る。冠婚葬祭の業者だ った孔子 とその弟子 による
この思想 は、つつがな く破綻な く祭 り事がお こなわれ る
ことを 目的 と してお り、そ う した うわべの端正 さ(礼)
に至上の価値をお く。
中国歴代王朝が採用 した人材登用試験(科 挙)の 試験
内容に この儒教が採用 され ることで、 この儒教 は中国の
政治 ・知識エ リー トの哲学 とな った。
しか し、一般の人び とは、 ま じない(呪 術)を 信 じて
いた。
フ レイザーによれば呪術 には2つ あ る。ひ とつ は、似
た動作や、似た もの に加えた行為 は同 じ効果を もた らす
とい う原理 にもとづ く、類感呪術で ある。 もうひとつは、
いち ど触れあ った ものや、体の一部 は、本体 と離れたの
ち も、本体に影響を及ぼす とい う原理 にもとづ く、感染
呪術であ る。
宗教 は神に懇願 ・崇拝す るの に対 して、呪術 は神的な
力に操 ろうとす る。
中国で は呪術や 占い は道教 と して まとめ られた。儒教 は
そ う した ま じないな どを軽蔑 しなが らも改め ることはな
か った。 この役人根性の哲学 は世俗 に適合す ることはで
きて も世俗を変え ることはで きなか ったであ る。 もち ろ
ん、そ う した精神風土のなかで は資本主義 は生 まれ るこ
とはなか った。
で はそ う した世俗世界を否定す るような宗教思想、はな
か ったのか。
ヴェーバー はそれをイ ンドの宗教思想、にみ る。
イ ンド古来の ブラスマ ン教(バ ラモ ン教)で は、人間
の霊魂 は、業の輪廻(め ぐり)に よ って永遠 に生 まれ変
わ るとされ る。生 き物 は前世 におか した罪(業)を 引 き
継 ぎ現世に生 まれ変わ り、現世 に犯 した罪を、来世 に生
まれ変わ って背負 う。 こう して因果応報を うけつつ転生
を重ねてい く。
この輪廻転生か らの離脱 こそ、イ ンドの宗教思想がめ
ざ した ものだ った。
ブ ッダは、 こう した輪廻転生を とげてい く人生その も
のが苦に ほかな らない と した。 これが 「一切皆苦」の教
えであ る。その ことを知 って正 しく実践す ることで、 こ
の苦の連鎖か ら離脱す る、すなわち涅槃 にいた るのだ と
した。
しか しブ ッダの教え は現実世界か ら離脱 してい く修行
僧の宗教であ った。
それにたい して ブ ッタの骨をお さめた仏塔を礼拝す る
在家信者たちか らうまれたのが大乗仏教であ った。大乗
仏教 は、現実世界か ら逃避す ることがで きない一般の人
び とはどうすれば救われ るのか とい う問題 にこたえ よう
と した。仏 とな るため に修行 してい る人で、人び とを救
うために力をつ くす人を菩薩 と呼ぶ。大乗仏教で は菩薩
はブ ッダだ けで はな く、た くさんお り、人び とを救 う。
つま り、菩薩 とは、大衆を救 うため にあえて仏 とな って
涅槃に行 けるのを思い とどまってい る、一種の救世主な
のであ る。
この菩薩の考え方を全面 にだす ことで仏教 は大衆救済
宗教 とな った。
さ らに仏教 は呪術や民間信仰を とりいれ イ ン ドのあ っ
た性力(シ ャクティ)の 秘儀を とりいれ ることで密教 と
な った。 しか し、その結果、一般大衆の性的 ・呪術的な
信仰のなか に飲み込 まれて しまった。
この後期密教 は、唯一、チベ ッ トに伝来す ることで、
人間の心身 と清濁のすべてを と らえ るチベ ッ ト密教 と し
て現在 まで生 き残 った。
世俗否定的でかつ世俗か ら離脱 しようと した仏教 は、
結局、一般世界を変え ることはで きず、それ に向 きあ う
とそれ に迎合(適 合)す る しかなか ったのであ る。
もともとのイ ンドの宗教であ ったバ ラモ ン教 は、仏教
や ジャイ ナ教な どの異端を生み出 した後、 ヒン ドゥー教
と して復興 した。
ヒンドゥー教の神 はブラーフマ神、 ヴィシュヌ神、 シ
ヴ ァ神の3つ であ る。 とりわ け、 ヴィシュヌ神 とシヴ ァ
神が信仰 された。
ヒンドゥー教で は、行為の成果を思わず、義務 ダル マ
をたんたん とお こな うことで、輪廻の輪 にまきこまれず
離脱で きる、 とされた。それを特 に説 いたのが、叙事詩
『マハ ーバ ー ラタ』 のなかの 「バ ァガ ッ ト ・ギー ター」
であ る。 しか し結果を思わず というだ けで は心の持 って
行 きように困 る。そ こで、 ヴィシュヌ神あ るいは シバ神
の ことを激 しく思 って行為す ることが勧め られた。 こう
した神への激 しい信仰(信 愛バ クティ)が 推奨 され るこ
とにな った。
こう して世俗 に迎合す る宗教思想 も世俗を否定 しそ こ
か ら離れてい く宗教思想 も、一般世界(世 俗)を 変えて
い く力 にはな らなか った。 いまあ る世界(世 俗)を 否定
しつつそれ に激 しく関わ りそれを変えて い くような宗教
思想。そ うした世界を支配する宗教思想 としてヴェーバ ー
がた どり着いたのが古代ユ ダヤの宗教、 とりわ けその預
言者の思想だ った。
都市の王や貴族 によって抑圧 され奴隷 にされ ることに
抵抗 し都市か ら逃 げ出 した カナ ンの人 びとは、同 じよう
にエジプ トの王の元か ら逃 げて きた モーゼが もた らした
ヤハ ウェとい う神を受 け入れ、 このヤハ ウェの名の下 に
立 ち上が り、 イスラエル人を名乗 り、王侯貴族を打倒 し
た。 ところがみずか らの国をつ くるとふただ び王が うま
れ人び とを搾取 し隷属 させ ようとす る。王制を批判す る
人び とは、人 びとを開放 した戦争神ヤハ ウェを持 ち出す
ことで王制を批判 した。 イスラエルがその両側 にあ る大
国 によって滅ぼ され ると、民衆解放の神ヤハ ウェをな い
が しろに したか らであ ると預言者 は訴えた。預言 はさ ら
に、ヤハ ウェはエジプ ト、 ア ッシ リア、新バ ビロニアの
帝国 を も操 って、 自 らの神殿 さえ壊 して、 イ ス ラエル
(のち にユ ダヤ)の 人 び とを罰 す るのだ と訴え た。 その
結果、ヤハ ウェ神 は、世界を支配す る神 とな り、バ ビロ
ン捕囚後に は、唯一絶対の神 とな ったので した。 こう し
て、 ただ1人 の神 を崇拝す る一神教が うまれたのであ る。
ユ ダヤ人や アラ ビア人な どのセ ム族 には、神の言葉を
預か る預言者の系譜があ った。その系譜の最後 に立ち、
ユ ダヤ教 ・キ リス ト教の神観の元 に新 しい宗教をた ちあ
げたのがマ ホメ ットであ った。マ ホメ ットはユ ダヤ教 ・
キ リス ト教の一神教を受 け入れ、よ り簡単 に しか しより
力強い もの と した。
ヴェーバ ーが、『古代 ユ ダヤ教 』 を書 いて いた時、 ド
イ ツ帝国 は第一世界大戦の さなか、亡国の危機 にあった。
その時、あえて亡国の危機 にあ ることを告 げる預言者 と
な ろうとヴェーバー 自身 は したのであ る。それ はまさに
「神 な き時代 の預 言者」 た らん と した英 雄的で悲劇 的な
生 き様だ ったのであ る。
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